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う。南豊県県城から南西に 20 km 離れた石郵村に伝わる追儺は方相氏以来の古い形の追儺を保っ
ている貴重な例で、記録では明代にはじめられたとされる。村の人口の半分以上を占める、呉氏一
族の繁栄を願って行なわれるが、仮面をつける演者は、本来大姓呉氏以外の雑姓の男性 8 人と決

















































写真 5　掛十二灯　12の灯明を点す 写真 6　掛十二灯 開天門の伝授








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































補掛三灯程序 2011年盤家掛家灯部分程序 2006年馮家掛家灯部分程序 掛十二灯程序
番号 儀礼分節 番号 儀礼分節 番号 儀礼分節 番号 儀礼項目
1 請師
2 勅変水 1 勅変水 1 勅変水
3 勅変米 2 勅変米 2 勅変米
4 勅変布 3 勅変布
5 勅変銭 4 勅変銭
6 勅変櫈 3 勅変櫈 5 勅変櫈 1 勅変櫈
7 打櫈 4 打櫈 6 打櫈 2 打櫈
8 昇櫈 5 昇櫈 7 昇櫈 3 昇櫈
9 穿衣 6 穿衣 8 穿衣 4 穿衣
10 踏蓮花 7 蔵身 9 踏蓮花 5 収伏断
11 収伏断 8 踏蓮花 10 収伏断 6 踏蓮花
12 蔵身 9 変吾身 11 蔵身 7 蔵身
13 起寸 10 起寸 12 起寸
14 変吾身 11 収伏断 13 変吾身 8 変吾身
15 昇灯 12 昇灯 14 昇灯 9 昇灯
16 掛三灯 13 掛三灯 15 掛三灯及取法名 10 掛十二灯







19 分兵 16 分兵 18 分兵
20 吹米 17 吹米 19 吹米
21 定陰陽
22 退蓮花　 18 退蓮花 20 退蓮花　 12 退蓮花
23 接香爐 19 接香爐 21 接香爐
24 学打鑼 20 学打鑼 22 学打鑼
25 学吹牛角（伝師棍伝卦） 21 学吹牛角 23 学吹牛角（伝師棍伝卦）
26 学用鈴（伝牙簡伝銅鈴） 22 定陰陽 24 定陰陽
27 抬轎子 25 学用鈴（伝牙簡伝銅鈴） 13 抬轎子
28 学走罡歩（伝七星罡歩） 23 学走罡歩 26 抬轎子 14 教会首走正道
29 学舞学揺鈴 24 学用鈴（伝牙簡伝銅鈴） 27 学走罡歩（伝七星罡歩） 15 謝師





















































　構成要素を分析する中規模の儀礼として藍山県所城郷幼江村の盤家において 2011 年 11 月 16 日
～ 11 月 21 日（旧暦 10 月 21 日～ 26 日）に行なわれた還家愿儀礼を事例とする。盤家の跡継ぎで
ある盤栄富とその妹婿の盤明古、そして盤栄富の父の妹の夫である盤林古（故人）とその子で栄富





























番号 日付 大儀礼名 小儀礼名 読誦テキスト 内容
1 11/26 安壇 收兵／落兵 A-15a『書表書』
A-32a『請聖書』
家先を壇に移す。
6 11/26 供奉 請孔子 A-1『符書』 孔子を招へいする。
10 11/26 安壇 撥三清兵／撥疏表兵／撥橋 兵を発する。
17 11/26 封小齋 求師／封小齋開天門 斎戒
33 11/30 落兵 兵を家先壇に降ろす。
36 11/30 喝落脚酒 開始の酒を飲む。




61 12/01 認三清 鋪床／引睡／起早／封酒壇／巧婦 神像の軸を裏に向けて
掛ける。受礼者の魂を
かめに封じる。




83 12/01 上掛吊 対聯・牒・榜文を天井
に貼る。
86 12/01 上天橋 天橋を架ける。
89 12/01 上陰橋 陰橋を架ける。
93 12/01 喝落脚酒 儀礼の次第を説明。酒
を飲む。
106 12/01 求師 分紙馬 師匠を招へいする。神
像を表に向ける。
108 12/01 勅鑼鼓 楽器を勅す。
111 12/01 拝五方昇鑼鼓 五方を拝す。
113 12/01 拝黄旛・拝白旛 天橋陰橋を回る。
115 12/01 跑堂 祭場を巡る。









172 12/02 請聖 神々を招へいする。











210 12/02 回兵 黄表の護兵が帰ってく
る。



















329 12/03 磨刀 出排盞／磨刀舞 A-21b『伝度書』 翻刀山の準備。
338 12/03 中夜道場黄表開天門 A-15a『書表書』
A-16a『意者書』
黄表を上奏する。
340 12/03 準備封刀山 A-21b『伝度書』 翻刀山の準備。
350 12/03 謝師父 師匠に感謝。
355 12/03 求師 師匠の助けを求める。
356 12/03 昇刀 昇刀舞／（一座刀山） 翻刀山の準備
360 12/03 翻刀山 陰界に行って戻る試練。




番号 日付 大儀礼名 小儀礼名 読誦テキスト 内容
367 12/03 刀山 刀梯舞 上刀の準備。
368 12/03 刀梯舞 刀梯舞 上刀の準備。
372 12/03 謝功曹 功曹に感謝。
375 12/04 試刀梯 勅変刀梯／見葷 A-21b『伝度書』 上刀の準備。
380 12/04 接刀 上刀の準備。
387 12/04 出排盞
389 12/04 上光 拝師／神頭舞／羅帯舞／跳脚舞／
謝神舞／献酒（献三清酒）
A-19『賞光書』 神々を喜ばせる。
390 12/04 請師 会首名簿 師匠を招へいする。























515 12/05 回功曹 功曹を戻す。













578 12/05 開天門 求師 A-16a『意者書』 開天門の方術の伝授。




599 12/06 供青詞 青詞を孔子壇に供える。
600 12/06 勅変符 符を勅変する。
605 12/06 求師
606 12/06 出排盞
611 12/06 勅変白鶴 神水を勅変する。












664 12/06 度勒床 求師／勅水／勅棘／勅床／撥勒床 A-12『伝度書』
度水槽に同じ。
陰界に行って戻る試練。












728 12/07 大戒文 読戒文 受戒
729 12/07 老君飯 老君飯を食べる。
737 12/07 請師
740 12/07 奏迎兵表開天門 迎兵を奏する。
742 12/07 回兵 A-32a『請聖書』
743 12/07 招兵 兵を招く。
744 12/07 謝師
746 12/08 添名押字 道ふさぎ




761 12/08 分兵 A-16b『請聖書』 兵を分ける。
766 12/08 開斎 勅開齋水／請師 斎戒が解かれる。
774 12/08 開禁壇 A-15b『伝度書』 禁壇を開く。
776 12/08 点破宮門 A-32a『請聖書』 祭場を片付ける。
218　
番号 日付 大儀礼名 小儀礼名 読誦テキスト 内容
779 12/08 送孤神 A-31『請聖書』 孤神を送る。
780 12/08 点破宮門・拆榜文 A-30a『賞光書』
A-32a『請聖書』
祭場を片付ける。
781 12/08 謝師 謝師
782 12/08 勧破宮門 A-30a『賞光書』
786 12/08 拆破宮門 祭壇を壊す。
794 12/08 送香炉 A-32a『請聖書』 線香立てを処分。
802 12/09 送庫 開天門 祭壇の残骸を燃やす。
804 12/09 求師
806 12/09 削齋表開天門 削斎表を奏する。
808 12/09 謝師
811 12/09 拆兵・拆将 兵を解散させる。
813 12/09 收神画 神像の軸をしまう。
817 12/09 合婚・合伙 夫婦の会話が可能とな
る。
819 12/09 拝師 A-15a『書表書』 受礼者が祭司にお礼す
る。




828 12/13 送船 求師／開天門 除災
番号 日付 大儀礼名 小儀礼名 読誦テキスト 内容
40 11/16 落兵落将 祭司が各自連れて来た
陰界の兵を施主の家先
壇に入れる。
44 11/16 脱鞋酒 祭司と施主と厨官が酒
を飲む。






50 11/16 写愿簿 家先単作り。
52 11/16 紙馬進堂 祭司紙銭を家先壇に置
く。





55 11/16 掛聖 神像の軸を掛ける。
56 11/16 冷排盞 厨官が供物盆を出し礼
拝。
59 11/16 点香 厨官が線香灯明を家先
壇に供える。
60 11/16 羅鼓開始 囃子方の鳴り物が始ま
る。
61 11/16 恭賀主家 祭司から施主への祝金
が準備される。
65 11/16 昇香 厨官が祭壇を整え、祭
司が線香を壇に供え
る。
78 11/16 安祖先（安家先） 分家に香炉を分け祖先
を迎える。
98 11/16 接外祖 妻方の祖先を迎える。
115 11/16 写家先対聯








138 11/17 做紙馬 紙銭作り。
146 11/17 添香 厨官が線香と灯明を供
える。




番号 日付 大儀礼名 小儀礼名 読誦テキスト 内容
148 11/17 入席 囃子方の鳴り物。





177 11/17 封斎 斎戒の開始。




















































































667 11/18 送孤神 孤神を送る。
668 11/18 鍳牲 豚を犠牲とする。
669 11/18 謝師 師匠に感謝する。
672 11/18 鍳香 線香を供える。
673 11/18 収聖 神像を片付ける。









































番号 日付 大儀礼名 小儀礼名 読誦テキスト 内容















1130 11/20 拝師 師匠に感謝する。
1135 11/20 散袱酒 祭司、歌娘、厨官等が
テーブルに着き、それ
に対し受礼者が拝礼。
1136 11/20 散袱拝師 祭司に対して受礼者が
拝礼。
1138 11/20 唱賀歌 Z-29『歌堂書』 歌娘が歌い言祝ぐ。
1145 11/21 分紅 厨官が肉を分配。
1147 11/21 拆兵 唱拆兵歌 Z-29『歌堂書』 祭司は家先壇から自身
の兵を取り戻し、帰り
仕度をする。
1159 11/21 奉倉庫 倉庫を作る。
























番号 日付 時間 大儀礼名 読誦テキスト 内容




7 08/14 午後 掛神画 神像の軸を掛ける。
10 08/14 午後 請聖 A-32a『請聖書』 神々を招へいする。






14 08/14 晩 請聖（3 回目） A-32a『請聖書』
18 08/14 晩 度亡 B-5『度亡赦罪書』 罪を洗い落とす水を外に買いに行き、橋を渡り室内
に戻り位牌を風呂に入れ、この世と縁を切らせる。
27 08/15 午前 上光 A-32a『請聖書』 神々を賀す。
37 08/15 午前 点亡 死者の道具を数える。
40 08/15 午前 抜兵
抜橋
陰兵を死者に渡し、橋を架ける。
45 08/15 午前 開壇 A-32a『請聖書』 陰兵を賀す。
50 08/15 午前 小運銭 A-11『請聖書』 献上する紙銭を届ける。
53 08/15 午前 脱童 儀礼の終了。
58 08/15 午後 出棺 棺を家から出す。
60 08/15 午後 出煞 煞気を払う。
64 08/15 午後 断路 孤神が戻らぬようにする。
68 08/15 午後 卜金鶏 鶏を犠牲にし風水を占う。
70 08/15 午後 埋葬 埋葬。





　構成要素を分析する小規模の儀礼として藍山県塔峰鎮両江村で 2010 年 8 月 14 日～ 15 日（旧暦

































































































































































































































































































　としている（『折口信夫全集』第 2 巻　中央公論社　1995 年　383 ～ 384 頁）。
（?）神奈川大学歴民調査報告第 12 集『中国湖南省藍山県ヤオ族儀礼文献に関する報告Ⅰ』神奈川大学歴史民俗資




料学研究科　2011 年　37 ～ 45 頁、廣田律子「湖南省藍山県過山系ヤオ族の祭祀儀礼と盤王伝承」『東方宗教』




として―」『國學院中國學會報』第 58 輯　國學院大學中國學會　2013 年　1 ～ 25 頁






（10）それぞれの受礼の状況に合わせ、主醮師・引度師・証盟師・保挙師・書表師は 14 枚、総壇師・座壇師は 4 枚
もってきた。加えて引度師は功曹の 2 枚をもってきた。
（11）馮栄軍・丸山宏・森由利亜「中国湖南省藍山瑶族度戒科儀的書表執行程序」『瑶族文化研究所通訊』第 2 号 
ヤオ族文化研究所　2010 年　67 ～ 70 頁
（12）詳しい報告は、神奈川大学歴民調査報告第 14 集『中国湖南省藍山県ヤオ族儀礼文献に関する報告』Ⅱ 神奈
川大学大学院歴史民俗資料学研究科　2012 年を参照されたい。






12 集『中国湖南省藍山県ヤオ族儀礼文献に関する報告』Ⅰ 神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科　2011 年　
3 ～ 35 頁、還家愿儀礼の程序は神奈川大学歴民調査報告第 14 集『中国湖南省藍山県ヤオ族儀礼文献に関する報
告』Ⅱ 神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科　2012 年　34 ～ 116 頁から作成した。
　　実施した調査に使用され収集したテキストには該当儀礼の次第が記述されているものもありすでに掛家灯儀礼
部分については松本浩一により紹介されている（「「掛三燈」の儀礼」『瑶族文化研究所通訊』第 2 号 ヤオ族文化





（15）廣田律子『中国民間祭祀芸能の研究』風響社　2011 年　321 ～ 333 頁
（16）『瑶族文化研究所通訊』第 3 号　ヤオ族文化研究所　2011 年　88 ～ 90 頁　蔡文高作成の葬送儀礼程序を参
考とした。
（17）四軸は行師と称され、神像の描かれた軸を掛けて行なわれる儀礼の基本となる。










大学教育出版 　210 ～ 244 頁
2013b　「構成要素から見るヤオ族の儀礼知識―湖南省藍山県過山系ヤオ族の度戒儀礼・還家愿儀礼を事例として
―」『國學院中國學會報』第五八輯　國學院大學中國學會　 1 ～ 25 頁
230　
2013c　「湖南省藍山県過山系ヤオ族の祭祀儀礼と盤王伝承」『東方宗教』第 121 号　日本道教学会　1 ～ 23 頁
2013d　「湖南省藍山県勉系瑤族道教儀式調査研究―以表演性項目為中心之考察―」『「地方道教儀式実地調査比較研
究」国際学術検討会論文集』新文豊出版股份有限公司　217 ～ 306 頁
2013e　「祭祀儀礼と盤王伝承―儀礼の実践とテキスト―」『瑶族文化研究所通訊』第 4 号　ヤオ族文化研究所　
123 ～ 131 頁
